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 【平成２０年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる

○ Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が

見込まれる 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費

の減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

独創的で明確な目的と指針のもとに極めて精力的な研究推進がなされており、ラジカル酸

化による理想的表面・界面形成や新電極形成などの新規プロセス技術を中心として、結晶方

位制御移動度改善基礎データ取得、デバイスシミュレーションなども含めて多くの成果が着

実に得られている。シリコン 551 面デバイスの優位性実証やバランスドフル CMOS デバイ

スの作製はやや遅れているが、新たな問題は出現していないようであり、課題全体としては

順調な進展であると高く評価できる。また、組織内外での有機的連携も十分に保たれている。

本研究課題によるシリコン LSI 技術の革新的新展開の可能性に非常に大きな期待が寄せら

れている。難度の高い課題であるが特別推進研究期間内での最終目標達成を目指して、今後

の研究を効率的に進めてほしい。 

 

 

【平成２２年度 研究進捗評価結果に対する検証結果】 

 
 

 研究進捗評価結果どおりの成果が達成された。 


